失敗しないメンバーズカード活用法　–　chap-08　　　　　ライトスタッフ　

八．ここが間違っている！　ポイントカード運用方法！

【つぎの２条件がなければ、ポイントカードの導入はおすすめできません。】

①自店での購入頻度・利用頻度が高いこと。

週１回以上、可能であれば毎日利用があること。せめて月１回以上の利用が必要です。

　　　　②最寄品や消耗品が販売商品の中心となっていること。

現在、いろいろなお店で「ポイントカード」が発行されています。

サイフの中には、カードがあふれ、やがて使用されないカードは淘汰をされてしまいます。

ポイントカードは、利用金額に応じて、ポイント（「金額」）を集め、累積ポイントに応じた金額の還元や、商品、サー

ビスの提供を受けるシステムになっています。

この為、利用頻度が高く、かつ、利用金額が大きい方には、確実に還元されることになります。

●できるだけ早くポイントが溜まる状況がないと、魅力がありません。

　還元される金額は、大きくありません。　ポイントが溜まりにくい場合には、カードの利用そのものが進みません。

　この為、できるだけ早くポイントが溜まるような企画（ポイント２倍デーなど）や工夫が欠かせません。

商店街などの「共通利用カード」も利用頻度を高める工夫の一つです。

◇高級ブティック様や高級インテリア店様など、「高額商品」や「高額サービス」を取り扱っているお店には、利用

金額が大きい為、適しているように思われますが、反面、利用頻度が低い為、「ポイント」を集めたりすることに、

馴染みません。

こうした事例の場合、せっかく、発行した「ポイントカード」も死蔵されることが多くなりがちで、また、常時携帯

する機会が少ない為、重複発行も多くなります。

●「利用金額が大きい」ことよりも、「利用頻度の高い」ことが、重要です。

※一番、適しているのは、「コンビニ店」です。

一日に何度も足を運ぶ方もいらっしゃいますので、利用頻度はかなり高くなっています。

商品の魅力もあり、新しいサービスなども増大しています。

公共料金や通信販売などの決済もできますので、毎日の生活には、欠かせない存在となっています。

最近では、他店との差別化を図る為、「ポイントカード」に取り組んでおられるお店もでてきています。

まだまだ、多くはありませんが、今後、「コンビニ」での「ポイントカード」利用は、欠かせないサービスの一つに

なると思われます。

●ポイントカードシステムは、女性を対象にしたお店に適しています。

女性の場合には、男性と比べ、行動圏が限定されていること、お気に入りのお店を決めている傾向があります。

小額のポイント収得も関心が高いこともあり、効果が期待できます。

◇毎日のように利用される「パン屋さん」、「ケーキ屋さん」、「化粧品店」、「ドラッグストア」などのお店には適して

います。

※「早くポイントが溜まる状況ができると、より、魅力が増します。」

　　　セット商品とか、日替わりサービスなどで、日頃に手が届きにくい高額商品をお値打ちに提供することで、「安く

買えて、ポイントも溜まる」二重の喜びをご提供することができます。

◇月に一度は、利用される美容院様でもよいでしょう。

　　　　利用頻度もあり、最寄品などと比べて利用金額も高額になりますので、ポイントの溜まりやすい状況があります。

　　　一般に、男性の場合には、小額の（ポイント）還元には、関心が高くありません。

利用頻度が週一回、もしくは、隔週での利用がない場合には、積極的には、おすすめできません。
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